
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

融   資 寄   附 ⼈ 材 交 流 

ボランティア・センター 

～ 明治学院大学の取組 ～

教   育 

内閣府 NPO ホームページ：活動事例集

設立経緯 

1995 年に阪神・淡路大震災が起きた際に、学生が自発的に現地に行き活動を行ったが、その時に教

職員のつてで学生の現地活動拠点が提供されたことがきっかけとなり、理事長からの提言を受けてボ

ランティアセンター準備委員会を設置し、学生と教職員がパートナーシップを築きながら活動する組

織として、1998 年にボランティアセンター（以下、「センター」）を横浜校舎に開設、2001 年には白金

校舎にも開設した。 

活動内容 

白金校舎と横浜校舎の２つのセンターそれぞれにボランティアコーディネーター１名ずつ計２名を

置くほか、専任職員や非常勤職員を配置して、学生のボランティア活動を支援している。 

横浜・白金校舎周辺の地域活動、東日本大震災復興支援活動（「Do for smile＠東日本」）、新入生向

けの１日社会貢献体験プログラム（「１Day for Others」）、海外プログラム事業、日本赤十字社のプロ

グラムへの参加（「明学レッドクロス」）、これらの活動を取りまとめる学生事務局の６つの活動を、セ

ンターの活動の柱にしている。 

センターは、ボランティア活動前の事前学習や活動後の振り返りシートなどによる事後学習を実施

するとともに、現地で活動した場合も学生が毎日事後ミーティングを行うこととしており、ボランティ

ア活動の効果を学生に理解させ、目的意識を常に持たせ、次の活動や学びにつながるように努めている

とのこと。さらに、センターとして地域のニーズに合った活動だったかを常時チェックするとともに、

学生も活動後は自らボランティア活動先からのヒアリングを行い次の活動へフィードバックしてい

る。 

また、明治学院大学は語学教育に力を入れているので、これらの活動に加えて 2020 年の東京オリン

ピック・パラリンピックにも何らかの形で貢献したいと考えているとのこと。 

連携先 

地域活動や震災復興支援活動では地域の団体や自治体等と連携しているが、連携する団体を最初に

探すのではなく、センターが現地の課題ベースで解決に向けて取り組んでいくうちに、ステークホルダ

ーとして様々な団体を知って横のつながりを持つようになり、必要に応じてそのような団体との連携

を広げつつ活動している。 

このほか、広くボランティア情報を集めるために団体登録制度を設けている。登録団体は 300 団体程

度で、３年に１回の頻度で更新。登録に当たっては、『ボランティア情報の取り扱いに関する方針』を

定めており、学生が安全で円滑にボランティア活動に参加できるようにセンターとしてスクリーニン

グをかけているとのこと。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2014 年 12 ⽉作成）
内閣府 NPO ホームページ：活動事例集

学生への影響 

センターのボランティア活動に参加したことによる単位認定は原則無いが、2013 年度のボランティ

ア活動への学生参加人数は 1,112 名にものぼる。 

ボランティア活動は、事前学習では教職員とともにその活動への参加経験がある学生が一緒に指導

を行う一方、現地でのボランティア活動においても経験のある学生が主体となって活動することから、

上級生が下級生を指導する場になっているとのこと。 

このほかには、ボランティア活動の経験によって、自分のやりたいことが見つかり進路の決定に影響

したり、内向的な性格だったが自分の言いたいことを言えるようになったり、大勢の前で話すことが苦

でなくなったなどの変化があったとのこと。 

（学生の声） 

○ A 氏（男性）：地域活動に参加したことにより、地域の方と交流する機会が持て地域に受け入れら

れていると実感し、地域に対して恩返しをしようと強く思えるようになりました。また、活動に参

加すると新たなニーズが分かり、ボランティアに求められる役割も時間や状況により変わるので、

ボランティアは継続して行うことが重要だということが分かりました。さらに、活動に参加するこ

とによって、高校時代は内向的でしたが外向的になり、自分は本質的には人と接することが好きな

のだということに気づきました。このため、人と関わりを持てる仕事に就きたいと思い、旅行関係

の会社に進路を決めました。ボランティア活動が将来設計の一つのツールになりました。 

 

○ B 氏（女性）：東日本大震災で被災した大槌町の「吉里吉里復興支援プログラム」の一つの「わん

ぱく広場」プロジェクトに参加しました。さらに、震災で傷ついた我が子を叱ることのできない親

の代わりに躾も見てほしいという要望に応えて、子どもたちの躾も行いました。私は、プロジェク

トのリーダーを務めたので、多くの人の前で話すことが苦でなくなりました。また、被災地の現状

を目の当たりにしたことによって、防災に興味を持ったので、防災士の資格を取り、防災関係の会

社に進路を決めました。ボランティア活動は自分にとって大変重要な経験になったと思います。 

 

 

設立年 1998 年 

センター長 原田 勝広 

所在地 
白金校舎：東京都港区白金台１-２-37 明治学院大学白金校舎本館１階 

横浜校舎：神奈川県横浜市戸塚区上倉田町 1518 明治学院大学横浜校舎４号館１階 

URL http://www.meijigakuin.ac.jp/volunteer/index.html 
 

明治学院大学 ボランティアセンター


